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研究成果の概要 

概ね計画通り研究を遂行している。まず、光線力学療法（PDT）への応用を志向した細胞内滞留型ドラ

ッグデリバリーシステム（DDS）について、側鎖にフェニルボロン酸を有する高分子を基本骨格として

特定の構造をフェニルボロン酸部位に導入すると一部のがん細胞に対する選択性を示すことが明らか

になっていた。さらなる汎用性を高めるために、フェニルボロン酸側鎖に多様な分子を異なる比率で導

入し、様々な細胞に対する選択性評価を行ったところ、ある比率において顕著な選択性が示されること

が明らかとなった。次に、代謝制御型 DDSの開発とホウ素中性子捕捉療法（BNCT）への応用について、

構造最適化等を進めた結果、当初の計画通りの機能を示す DDSの開発に成功した。臨床の条件を模倣し

た in vivoの実験において、既存製剤と比較して優れた BNCT効果を示した。そして、腫瘍内鉄代謝制

御を可能とする高分子による免疫調節について、作用機序の解明を進めるため高分子の腫瘍内分布を

評価したところ、腫瘍組織に集積していることが確認されたが、さらに詳細に調べた結果、腫瘍内マク

ロファージに顕著に集積していることが分かった。この結果は、近年示唆されている高分子薬剤の腫瘍

集積メカニズムと本計画の仮説に矛盾しないものであった。 
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